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【巻頭言】【巻頭言】【巻頭言】【巻頭言】    

    

自衛隊とＮＰＪとの対話を自衛隊とＮＰＪとの対話を自衛隊とＮＰＪとの対話を自衛隊とＮＰＪとの対話を    

理事 青木 護 

 

１ もし攻められたら？ 

 防衛庁防衛研究所で地域紛争を１５年

間研究してこられた加藤朗さん（桜美林大

学教授）の講演会で，「攻められたらどう

するのか」という質問が投げかけられた。

加藤さんは，「無条件降伏か，市民による

非暴力防衛」だが，非暴力防衛のためには，

市民一人ひとりに「いま紛争地に行って非

暴力介入を行う覚悟と同様のもの」がなけ

ればならず，「それがないのであれば，自

衛のための軍隊が必要ということになる」

と答えた。理想と現実を的確に言い当てた

ものと感じた。 

 以前，伊勢崎賢治さんが，君島さんとの

対談のときに，平和のためには正義を犠牲

にして妥協しなければならないとおっし

ゃっていた。「無条件降伏」はその典型で，

魅力的ではある。だが，これも多数派には

ならないような気がする。 

加藤さんは，「神風の伝説と非暴力の覚

悟を世界に示せば十分な抑止力になる」と

も言われた。コスタリカ国民のように，「非

武装で紛争解決に外交努力している国を

攻める者はいない」と思えればよいのだが

……。コスタリカのように，長年の非武装

と外交努力の実績がない日本では，これま

た現実的ではないのかもしれない。 

 

 

２ 軍隊を認める人との共同を 

しかし，非暴力平和隊（ＮＰ）は，ガン

ジーやキング牧師のように，非暴力直接行

動を行うことを目的とするものではなく，

紛争当事者の一方の側に立つことなく，平

和維持・停戦監視を行うことを目的とす

る。非暴力平和隊日本（ＮＰＪ）も，「も

し日本が攻められたら」という問いに「正

解」を出す必要はないし，自衛のために軍

隊が必要だと考える多くの国民や，そのた

めに憲法９条を改正する必要があると考

える人々と，敵対する必要はない。むしろ，

そのような人々とつながることに，ＮＰＪ

の存在意義があるように思う。 

平和維持や停戦監視のためには，紛争の

両当事者との信頼関係の構築が不可欠で

あり，そのためには，軍隊よりも，非軍事

組織のほうが優れているということは，多

くの日本人にも理解されうる現実的な課

題ではなかろうか。 

伊勢崎さんは，著書で，非軍事による平

和維持・停戦監視の経験をもつ自衛隊員を

中心に，紛争地域へ非軍事の自衛隊を派遣

することを提案しておられた。 

紛争地に行く意欲と覚悟を一般市民以

上に有しているという点では，軍人とＮＰ

の隊員は共通であろう。 

 

３ ＮＰＪの今後の活動 

 立命館大学での君島さんの平和学の講

義で，加藤さんとの対談が企画されている

が，実現すればすばらしい。 

 自衛隊とＮＰＪとの対話に向けての第

１歩になることを期待したい。 
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＜非暴力平和＞で腰を上げよ！＜非暴力平和＞で腰を上げよ！＜非暴力平和＞で腰を上げよ！＜非暴力平和＞で腰を上げよ！    

加藤朗講演会加藤朗講演会加藤朗講演会加藤朗講演会    

      理事  安藤 博 

 

・シリーズ講演会 

 

一人の講師に三回連続の講演を求めて集

会を行うのは、＜非暴力平和隊・日本＞

（NPJ）としては異例のことです。

2010/6/11日の[『朝日新聞』ひと欄で、「非

武装のボランティア『憲法9条部隊』を提

唱する」と紹介された加藤朗・桜美林大学

教授にお会いした際、大畑豊・理事が「三

回シリーズで」と提案したのが元ですが、

9/19 理事会の議事録に記されているよう

に、このシリーズ講演はさらに君島東彦・

NPJ 代表と加藤教授との対談にもつながろ

うとしています。それだけの理由がありま

す。わたくしにとって、そしてNPJの皆さ

んにとって、のっぴきならないものがある

のです。そのことを各地の＜9 条の会＞メ

ンバーも含めて送った講演会案内で、以下

のように記しています。 

 

 【日本の国際貢献に関して、軍事力・武

力（自衛隊）によらない活動を、＜憲法９

条部隊＞の創設により市民ボランティア

が行うことを提唱している加藤朗・桜美林

大学教授を招いて行う＜講演と討論の会

＞をご案内します。同教授は、内戦終結間

際に反政府敗残兵などの大量殺戮が懸念

されたスリランカから、また混迷の度を深

めるアフガニスタンから、わたくし安藤に

宛てたメールで、『憲法9条を世界に示す

のは今』『非暴力で紛争解決を願う非暴力

平和隊や憲法９条の会の出番』と檄文を送

ってこられました。 

 「自衛隊の海外派遣』に反対される9条

護憲のみなさんは、ただ『反対』だけで自

分にリスクのかかることは何もしないの

か」という含意もあって、正直忸怩たる思

いのまま返答に窮していました。 

 

 今回の「講演と討論の会」は、そうした

思いのあるところに、去る6月 11日の『朝

日新聞』（「ひと欄」）で＜憲法９条部隊

＞の旗揚げを目指」していることが紹介さ

れていて、その末尾に「応募者はまだゼロ」

「紛争地歩きの傍ら『同志』探しの旅を続

ける」とあるのに触発されたのが直接のき

っかけです。 

 元防衛庁防衛研究所研究官として日本

の安全保障・外交政策に深く関わっておら

れた加藤教授の「いまこそ9条！」は、全

国７，５００余にのぼる＜９条の会＞のメ

ンバー全てに向けられた呼びかけであり、

＜９条＞がただきれいな飾り物などでは

なく平和を創り守るために有効であると

するわたしたちは、それぞれ何らかの答え

を迫られていると思います。 

 

 ９条改憲の立場からすれば、「『自衛隊

派遣反対！』を唱えるだけで、流血の紛争

地を見過ごしにするのが『9 条』だという

なら、日本が、必要な実力（軍事力）の行

使を自衛隊（軍）によってすることができ

るよう、改憲せざるを得ない」ということ

になるでしょう。 
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 「９条改憲はしない」「自衛隊を海外に

行かせない」などの「しない平和」だけで

なく、９条が活きるように「する平和」を

唱導してきたわたくしたち＜非暴力平和

隊＞としては、まさしく「いかにして紛争

地で9条を活かすか」を明確にすることを

迫られている集会です。】 

 

・左右から冷たい反応 

憲法９条について、加藤教授は「改憲によ

る自衛隊の合憲化および集団的自衛権の

容認」が必要だとする改憲派であること

を、第一回講演会（7/11）のレジュメで明

らかにしています。同時に「現状認識」と

して「改憲は事実上不可能」であるとも。

そして、アフガニスタンなどの実情をご自

分で見て来られた経験を踏まえ、「軍隊（自

衛隊）を派遣すべきではなく、シビリアン

（市民）が出かけるべきだ」として＜9 条

部隊＞構想（＃）を提案されているわけで

す。このシリーズ講演は、加藤構想を

NP/NPJ の活動にそのままつなげようとし

て企画されたものではありません。しか

し、「紛争地で９条を活かす」ことを目指

す点では共通といえます。 

 

 「加藤構想」が、ほとんど見込みのない

こと、特に「主に・・・『連合』などの労

働組合傘下の組合員の退職者から志願者

を募る」とか「部隊経費は・・・『連合』

などの労働組合傘下の組合員600万人の一

人１００円で６億円の基金をつくる」など

としていることについて、講演会参加者か

ら冷ややかな反応をうけました。この「構

想」は、＜憲法9条部隊＞についてなるべ

く具体的な討議ができるようにと、わたく

しが加藤教授に’強要’したのです。「も

っと十分に練って」などとされたりして、

むしろお気の毒をしました。 

 

 二回目の講演会では、学生の一人が「『構

想』にはよいことが書いてあると思うけれ

ど、それだけに、どうして賛同者・応募者

が出てこないのだろうかと不思議だ」と、

いかにも辛辣な質問をしました。 

 加藤講師は、「これまでどこにも受けな

かった」と笑いながら答えました。いわゆ

る「右」からは、「自衛官だったくせに左

翼かぶれのようなことを言う」と。また、

「左」からは、「紛争地活動の危険を避け

ようとする護憲派の弱みを突く魂胆だ」

と、どちらからも冷たく見られているとの

ことです。 

 「確かに、『自衛隊の海外派遣反対』を

叫ぶ護憲派・平和活動家に対して、『それ

ならあんたたちが行けよ』と逆襲したくて

考えたことでもありました」と加藤講師

は、「構想」の動機を’白状’しました。

しかし同時に、「9 条を活かすには実際の

行動が必要だ」という真摯な気持ちからの

「構想」であることも、はっきり述べられ

ました。 

 

・NPJの今後を模索 

 

加藤講演会シリーズは、10 月 24 日

（16:30-19:30）に三回目を行い締めくく

ります。初めに記したように、＜憲法9条
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部隊＞構想をNPJ活動にそのままつなげる

ことを企図してのものではありません。た

だ、＜非暴力平和＞の活動がエリートなら

ざるふつうの人間には容易に取り組める

ものではないこと、2003年から始めたスリ

ランカ活動は NP の有効性を実証するに至

らたらないまま、間もなく終わること、そ

うであればNPJは（NP現地活動の後方支援

ではなく）NPJ 自体の活動としていったい

何をしたらいいのか―こうしたNPJの存立

に関わる基本的課題の答えを模索する試

みの一つです。 

 はっきりしていることは、机上の非暴力

平和論議や他団体の活動への賛同・協賛に

沈潜してしまうことのないよう、実際に身

体を動かす活動を考える必要があるとい

うことです。 

 

 この「身体を動かす」ことについて、わ

たくしは二回目の講演会（9/11）の終わり

近くに加藤講師に向けて以下のように逆

提案をしました。 

 「＜９条部隊＞のゼネラル・マネジャー

を加藤さんが務めること、アフガニスタン

など海外だけでなく日本からの独立が叫

ばれ始めた’準海外’の沖縄を活動計画

に加える」という二つの条件が満たされる

なら、＜憲法9条部隊＞に率先応募する」

と。 

 これは、NP/NPJ活動とは別個こととして

の提案です。まだ誰も応募者がいない加藤

教授の＜憲法9条部隊＞の最初の隊員に、

個人としてなろうということです。つま

り、アフガニスタンやスーダンは怖くて二

の足を踏むけれども、沖縄県警に道交法違

反や建造物侵入罪で検挙される程度のこ

とであれば、非暴力直接行動の一つとして

やってみようと、幾分及び腰ながら考えた

ことです。 

 それはまた少し大げさに言えば、座り込

みなどによって、米軍基地をひとつひと

つ、「移転」ではなく「使えない基地」に

追い込んでいくきっかけを作る、それがで

きれば、憲法9条とはどうみても相容れな

い日米安保のあり方を、軍事同盟の最前線

での実践行動で是正していく半歩、一歩に

なるであろうと思ってのことです。 

  

 このことを NPJ 活動のなかで、つまり

Nonpartisanship の規範を逸脱しない範囲

で準備するため、わたくしは＜非暴力直接

行動研究センター＞という組織を、NPJ の

別働隊として創ることを提案しようと思

っています。 

 非合法の「直接行動」は、NP/NPJではも

ち ろんご 法度で す。わ たくし は、

Nonpartisanship 違反で既に前科二犯。も

うひとつ犯して「ホトケの顔も三度」とな

ることは避けようと思うので、「研究」に

止めておこうというわけなのです。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

＃ ＜憲法９条部隊＞創設案 

（2010年 8月 20日） 

 

１．＜憲法９条部隊＞の理念（憲法前文お

よび憲法9条） 

＜憲法 9 条部隊＞の理念は憲法前文にあ
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る。すなわち 

「日本国民は、恒久の平和を念願し、人間

相互の関係を支配する崇高な理想を深く

自覚するのであつて、平和を愛する諸国民

の公正と信義に信頼して、われらの安全と

生存を保持しようと決意した。われらは、

平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を

地上から永遠に除去しようと努めてゐる

国際社会において、名誉ある地 位を占め

たいと思ふ。われらは、全世界の国民が、

ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のう

ちに生存する権利を有することを確認す

る。われらは、いづれの国家も、自国のこ

とのみに専念して他国を無視してはなら

ないのであつて、政治道徳の法則は、普遍

的なものであり、この法則に従ふことは、

自国の主権を維持し、他国と対等関係に立

たうとする各国の責務であると信ずる。」 

 

＜憲法9条部隊＞は、「日本国民は、正義

と秩序を基調とする国際平和を誠実に希

求し、国権の発動たる戦争と、武力による

威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決す

る手段としては、永久にこれを放棄する」

との憲法9条の精神に則り、非暴力、非武

装を行動規範としてを厳守する。 

 

２．＜憲法９条部隊＞の使命 

 ＜憲法9条部隊＞は紛争対処の三つの段

階すなわち「紛争予防」、「紛争介入」、

「平和回復」で介入し、平和構築にあたる。 

（１）紛争予防(prevention) 

   平和教育、能力開発 

（２）紛争介入(intervention) 

   人間の盾、調停活動 

（３）平和回復(postvention) 

   復興支援、医療支援 

 

３．＜憲法９条部隊＞の行動規範 

（１）非暴力・非武装 

憲法9条に通ずるガンジー主義に基づく非

暴力・抵抗主義 

（２）中立・公平 

いかなる政党、宗教、イデオロギーにも与

しない。 

 

４．＜憲法9条部隊＞の行動方針－人間の

安全保障 

（１）「恐怖」からの解放 

非暴力による紛争の解決 

（２）「欠乏」からの解放 

絶対的貧困の解消 

  

５．＜憲法9条部隊＞の隊員 

（１）隊員  

＜憲法9条部隊＞の理念に賛同する者 

ただし、採用にあたっては職務経験豊か

で、後顧の憂い無き中高年を優先する。 

（主に、職歴豊富で専門知識を有する「連

合」などの労働組合傘下の組合員の退職者

から志願者を募る） 

（２）資格 

下記の宣誓書に同意できる者 

「＜憲法９条部隊＞の使命を自覚し、日本

国憲法前文及び９条を遵守し、一致団結、

厳正な規律を保持し、常に徳操を養い、人

格を尊重し、心身を鍛え、技能を磨き、政

治的・宗教的活動に関与せず、強い責任感
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をもつて専心職務の遂行に当たり、事に臨

んでは危険を顧みず、身をもつて責務の完

遂に務め、もつて世界市民の負託にこたえ

ます」 

 

６．＜憲法9条部隊＞の組織 

（１）組織形態 

①ピラミッド型ではなく、スワーム（群）

型（魚や蜂の群れのような形態） 

②実行部隊と後方部隊に分ける 

実行部隊は現場での活動 

後方部隊は実行部隊を支える支援活動 

（２）運営 

①上位下達ではなく、群知性のネットワー

ク型（＊） 

＊リーダーはいない。しかし、問題ごとに

リーダーが現れて、指導する組織形態 

 

②団体の法的資格 

当面は任意団体とする。 

 

７．＜憲法９条部隊＞の活動資金 

①活動資金は原則個人負担 

保険、交通費、医療費等個人に関わる経費

は個人負担 

②有志の寄付金 

部隊経費は寄付金によってまかなう。 

（「連合」などの労働組合傘下の組合員600

万人の一人１００円で６億円の基金をつ

くる。また全国の「憲法9条の会」会員、

宗教団体等の護憲勢力および憲法9条部隊

の趣旨に賛同する個人の寄付により活動

資金を集める） 

 

８．当面の活動計画 

（１）アフガニスタン 

①日本政府の復興支援への参加 

（日本政府がアフガニスタンで実施する

復興支援に協力する。その際アフガニスタ

ンで非武装により医療活動にあたってい

る International Assistance Mission を

参考にする） 

②ペシャワール会への支援 

(現在ペシャワール外が実施している総合

的農村復興事業「緑の大地計画」に専門技

術者を送り、人的に支援) 

（２）スーダン／ソマリア 

 自衛隊を派遣する代わりに、憲法９条部

隊を派遣して、紛争の解決、平和の復興に

あたる。まずは現地調査をする。 

（３）パレスチナ 

 エレズの検問所の前で、益川敏秀さんを

はじめ憲法9条の会の人々を中心として非

暴力によるパレスチナ紛争解決のパーフ

ォーマンス。ユーチューブにて世界中に配

信する。 
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ＮＡＲＰＩＮＡＲＰＩＮＡＲＰＩＮＡＲＰＩ    

パイロット・プロジェクトパイロット・プロジェクトパイロット・プロジェクトパイロット・プロジェクト    

実施報告実施報告実施報告実施報告    

       理事  奥本 京子 

 

＜企画までの経過と目標＞ 

2010年8月20日～24日、広島市にて4泊5

日の合宿研修の形式で企画・運営されたト

ランセンド・トレーナー養成講座、及びＮ

ＡＲＰＩパイロット・プロジェクトについ

て、報告する。会場を広島市国際青年会館

（アステールプラザ）とし、主催はＮＡＲ

ＰＩ日本ネットワークとし、そのネットワ

ークに連なるＮＧＯや個人が支援する形

で運営された。企画・運営はトランセンド

研究会（ＴＪ）が担当し、非暴力平和隊・

日本（ＮＰＪ）、ピースボート（ＰＢ）、

ハーグアピール平和教育地球キャンペー

ン（ＧＣＰＥＪ）、ワールドフレンドシッ

プセンター（ＷＦＣ）、大竹財団に協力を

得ることができた。会場となったアステー

ルプラザという、研修自体もまた宿泊や食

事などの便宜も図りやすい環境を整える

ことができたこと、また同時に、地元のＮ

ＧＯ、ワールドフレンドシップセンター

（ＷＦＣ）の全面的な協力を得ることがで

きたことは、本企画の成功の鍵となった。 

 事の発端は、８月２２日に広島大学キャ

ンパスを会場に開催される日本教育学会

の招聘でヨハン・ガルトゥング氏が来日す

るということであった。このニュースを受

けて、トランセンド研究会を2000年11月に

立ち上げてから10年目の記念すべき年と

いうこともあり、今までのようにトランセ

ンド研究会のメンバーを中心に集まるの

みならず、ネットワークを拡大する機会と

して活用しようと結論した。そして、ＮＡ

ＲＰＩ構想が進んでいる今、奥本が2010年

4月にソウルでの第一回運営委員会に参加

（トランセンドとＮＰＪを代表して）、本

企画をＮＡＲＰＩパイロット・プロジェク

トとして位置付けることが承諾された。そ

の意味は、参加者がＮＡＲＰＩのトレーニ

ングについて、どういった内容と形態にな

るのかを体験できるようにとのこともあ

るが、企画・運営する側のＮＡＲＰＩ日本

ネットワークが、日本においてＮＡＲＰＩ

を開催するということの検討をし、今後の

企画・運営にその経験を活用することを目

指すものであった。 

プログラムの内容は、前半を、参加者の

中からファシリテーターを選抜・依頼し、

参加者自身にとってのトレーニング（ファ

シリテートする側も、受ける側も、共に）

が可能となるように設定した。ＮＰＪのみ

ならずＮＡＲＰＩネットワーク（日本も他

地域も）には、紛争の現場に足を運んで非

暴力手段による介入を実践するグループ

・個人が少なくない。そういった人材を活

用し、前半は、身体的・実践的トレーニン

グを中心に企画した。後半は、ガルトゥン

グ氏が加わり、理論的トレーニングと議論

に主眼を置いた。また、その一部を、広島

の市民を対象とした一般公開対談という

形式にし、広島前市長の平岡敬氏を迎え、

ガルトゥング氏と平岡氏の二人の巨人に

よる平和対談を実現することができた。 

 参加者は、日本からの参加者が 40～50
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人ほど、そのうち、ＮＡＲＰＩ日本関係団

体はＴＪから 9 人、ＮＰＪ4 人、ＷＦＣ10

人以上、ＰＢから1人と、関係個人が1人

であった（所属団体に重複あり）。大学生

などの若者も十数人、海外からは韓国から

2 人（共にＮＡＲＰＩ運営委員会メンバ

ー）、台湾から1人（同様運営委員会メン

バー）、香港から 1 人、フィリピンから 2

人（うち1人はトランセンド・フィリピン

のメンバー）の6人であった。部分参加者

も多く、地元の人々の通い参加も日によっ

て様々であったので、一般公開した対談

（合宿参加者を含めて参加者 80 人ほど）

以外のプログラムでは、合宿する参加者自

体は 30～40 人くらいの参加者であったと

いえよう。なお、ＮＰＪからは大畑さん、

大島さん、前田さん、奥本（全員理事）の

4 人が参加、大畑さんと大島さんには、非

暴力ワークショップのファシリテーショ

ンを担当していただき、参加者からは好評

であった。 

 

＜プログラムの紹介＞ 

紙面の都合上、第1日目の第1セッショ

ンのみ、プログラムの全体の雰囲気を伝え

るために、具体的にその様子を紹介する。 

8月 20日 (金) 

午後 17：00 に受付・登録、夜のセッショ

ン（18:00-20:00）第１セッション。大学

生2人によるファシリテーションでアイス

ブレーク（非暴力ワークによるリラック

ス）、非暴力ワークによる参加メンバーの

紹介、そして、奥本によるファシリテーシ

ョンで、4泊 5日の生活の中での共同の「ル

ール作り」を1時間たっぷりかけて議論。 

 

 第 1セッションでは、１）動物のジェス

チャーによって仲間を探しグループを作

る、２）そのグループ毎に「人間知恵の輪」

ワーク、３）グループ内にて相互インタヴ

ュー（広島の象徴である紅葉を模った用紙

に、名前・誕生日・所属・好きな言葉・出

身地などを記入）のワークなどで幕開け。

アイスブレーキングを通して、互いに知ら

なかった人同士が、徐々に打ち解けてい

く。笑い声が頻繁に聞かれ、各人が積極的

に動く様子が見て取れた。言語は英語とし

たが、必要に応じて日本語での通訳をはさ

んだり、通訳のボランティアを買って出る

人がいたりという様子が垣間見られた。そ

れを引き継ぎ、全員が大きく輪になって座

ったところで、他己紹介ワーク、一人ずつ

順番に立ち上がり、その人をインタビュー

した人が当該の人を紹介する。非暴力手段

の基本である「聴く」ということができて

いたかのチェックにもなるが、他者を紹介

することで、混乱したり、ユーモアがあっ

たりし、良いスタートを切ることができ

た。紅葉の質問項目に制限されたものを使

用することで、紹介の時間配分も可能とな

った。一巡したところで、ファシリテータ

ー2 人により、それぞれの紅葉の用紙を大

きな木の絵の上に貼り付け、全員のfamily 

treeが完成する。これは、後に、途中参加

の人々にとっても、どういった人が参加し

ているのかを把握するために役立ったし、

忘れた情報を確認したりすることにも効

果的であった。 
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 その後、5 分休憩をはさんで、続行。5

日間の過ごし方について、全員によってル

ール作りワークをする。このことによっ

て、企画側からルールが押し付けられるこ

となく、それぞれが自由に快適に過ごせる

ためには、自主性が重要であること、集合

的責任を感じられること、また、自由に発

言してよいのだという環境整備がなされ

たことは、全体の成功の要となった。グル

ープで話し合いを持ち、全体に様々な案を

提供してもらった。少人数化することで、

意見が多数出る。「ルール」の例として挙

がったのは、「気がついたときに、出来る

人が、通訳をする」ということ。このよう

に、各人ができることを無理なくボランテ

ィアするという雰囲気作りがなされたよ

うに思う。また、「お互いの名前を早く覚

える」とか、「笑顔を忘れないこと」とか、

「話を聴く」とかいった、非暴力の基本も

いくつか確認できたことは、当然のことで

はありながら、最初のワークとして意味が

あった。 

8月 21 日(土) 

9：00出発で、江田島(旧海軍兵学校、現在

海上自衛隊第一術科学校)へのフィールド

トリップ。過去の暴力の構造と、現在の問

題をつなげて考える、また、ヒロシマにお

いて被害の側面のみならず加害の問題を

考える。夕方会場へ戻り、休憩。夜の第 2

セッション（17:00-19:00）では、ピース

ボートのメリ・ジョイス氏によるファシリ

テーションで、フィールドトリップの振り

返りを議論する。 

8月 22日 (日) 

朝の第 3 セッション（10:00-11:30）で、

ＫＡＣのイ・ジェヨン氏によるファシリテ

ーションで、修復的正義についてのワーク

ショップ。日本の菅首相による「謝罪」談

話を巡って議論。午後は、バスをチャータ

ーして（昼食はバスの中で弁当）、広島大

学における日本教育学会の公開シンポジ

ウムに参加（ガルトゥング氏の基調講演あ

り）。夜の第4セッション（19:00-21:00）

では、2 グループに分かれてワークショッ

プ。１） ＮＰＪの大畑豊氏、大島みどり

氏による、非暴力直接行動ワークショッ

プ、２）トランセンドの室井美稚子氏とセ

サー・ヴィァヌエヴァ氏によるトランセン

ド平和教育ワークショップ。 

8月 23日(月) 

朝の第5セッション（10:00-12:00）では、

2 グループに分かれる。１）フィリピン出

身者で当地の平和プロセスに政府の立場

で関わった経験を持つマイク・アラー氏に

よる交渉ワークショップ、２）ＮＰＣのパ

ク・ソンヨン氏による非暴力コミュニケー

ション・ワークショップ。近くのうどん屋

で昼食後、午後は、第 6 セッション

（14:00-16:00）として、ガルトゥング氏

による「和解」レクチャー、トランセンド

の藤田明史氏による「ヒロシマ」について

のレクチャー、そして全体議論。夜の第 7

セッション（18:30-20:00）は、一般公開

とし、広島前市長、平岡敬氏とガルトゥン

グによる対談を実現。その後、場所を移し、

ささやかなパーティ。 

8月 24日 (火) 

朝の第8セッション（10:00-12:00）では、
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ガルトゥング氏によるトランセンドとし

ての展開などについて報告、その後、質疑

応答。全体でクロージングを、ボランティ

アの数名の誘導によって行われた。    

 

 以上が、簡単な広島でのイベントの報国

である。真夏の猛暑の広島において、無事

5 日間を過ごすことができた。朝食を毎日

一緒に料理し、食事すること、また、合間

の休み時間に、参加者によるヨガや合気道

のミニ・レッスンを企画し、リラックスし

て楽しく参加してもらうことなど工夫し

た。また、「学生参加者」（参加費の学生

割引あり）には、特に意識的にボランティ

アしてもらうような雰囲気を作ったりと

いう工夫をした。上記のプログラムについ

て、さらに詳しいプログラムの紹介・報告

については、トランセンド研究会発行『ト

ランセンド研究』第8巻第2号（2010年年

末発行予定）をご参考いただきたい。この

度のＮＰＪの協力に心から感謝し、特に、

ファシリテーションを担当下さった大畑

さん、大島さん、山口から駆けつけて下さ

った前田さんにお礼を申し上げたい。 

 

原爆ドームと参加した学生たち 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

    NARPI/NARPI/NARPI/NARPI/トランセンドのワークシトランセンドのワークシトランセンドのワークシトランセンドのワークシ

ョップに参加してョップに参加してョップに参加してョップに参加して    

理事  大島みどり 

 8 月 20 日（金）～24 日（火）に広島で

開催された、トランセンド・ジャパンと

NARPI パイロット・プロジェクトのワーク

ショップに2日間参加しました。部分的な

参加でしたが、いち参加者としての簡単な

報告と感想を書かせていただきます。 

 NARPI のセッション（ファシリテーター

はLee Jae Young氏）では、日本の朝鮮半

島占領・併合から100年にあたる今年8月

に発表された内閣総理大臣談話をテーマ

に、①日本人以外の人々のグループ、②こ

の談話を肯定的にとらえる日本人グルー

プ、③この談話に対して異議を唱える日本

人グループの3つに分かれて、それぞれの

グループ内で意見を出し合い、最後にグル

ープごとに発表するというアクティビテ

ィがありました。正しい・正しくないとい

うようなディベートではなく、グループ

内、あるいは全体でどのような意見や見方

がでるかに耳を傾けるのがポイントでし

た。グループ③では談話に対する異議・異

論の中にもさまざまな立場や視点からの

意見があり、「これでは謝罪したことにな

っていない」という多少左翼的？ものか

ら、「いつまで謝罪し続けなくてはいけな

いのか」というどちらかと言えば右翼的

（？）なものまで、いろいろなコメントが

出されました。①のグループには、フィリ

ピン・台湾・オーストラリアなどから来ら

れた方々もいて、通常ではあまり聞くこと

のできない、他国から見た日本あるいは平

和に対する考えや思いもうかがうことが

でき、日本と韓国そしてアジアが、今後ど

のような未来を築いていくのかを考える

きっかけとなりました。タイムリーかつ今

後のNARPIの活動を考えていく上でも、大

変参考となるセッションでした。 
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 もうひとつおもしろいと思ったセッシ

ョンは、フィリピンのMike Alar氏による

ネゴシエーションをテーマにとりあげた

ものでした。アクティビティの詳細は省略

しますが、ふたつのチームが2種類のカー

ドを出し合い得点を競うという、比較的単

純なルールでアクティビティは進行しま

す。が、一見ゲームのように進行するかけ

ひき・交渉の中に、チーム内の意見のまと

め方から相手チームの心を読み取り、戦略

を考えるというような人間（対人あるいは

対組織、対グループ）関係構築の際に生じ

るさまざまな問題が生じてきます。相手

（敵？）を信頼するのか、あるいはゲーム

（勝敗）に走るのかというような葛藤や意

見の相違が、実はこれまでじぶんが日常生

活の中でどのように生きてきたか、働いて

きたか、あるいはどう生きたいかというよ

うな、わたしたちの背後や心の奥にあるも

のからも影響を受け、深く結びついている

ことを、アクティビティ中のチーム内の会

話から、また終了後の全員による振り返り

でも気づかされました。楽しみながら「な

るほど」と納得してしまうセッションでし

た。 

 さて、来年は韓国でいよいよ 2 週間の

NARPI のトレーニングが開催されるそうで

す。さまざまな文化の人々と交流し、視野

を広げ、心を開き、お互いから学びあうま

たとないチャンスです。日本からひとりで

も多くの方が、アジアの未来のための平和

と心の豊かさの種まきに参加してくれま

すように。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

ＮＡＲＰＩワークショップ報告ＮＡＲＰＩワークショップ報告ＮＡＲＰＩワークショップ報告ＮＡＲＰＩワークショップ報告    

理事  大畑豊 

 

 NARPI パイロット・プロジェクトの多彩

なプログラムの中、非暴力トレーニングの

ワークショップを大島みどりNPJ理事と担

当させていただいた。私は日程の都合もあ

り、この担当したワークショップ部分にし

か参加できなかったが、参加者の出身地、

年代、バックグラウンドも多彩であり、刺

激的な場となっていることがひしひしと

伝わってきた。 

 

 担当したワークショップ自体は、設備の

都合で最初に NP の活動を紹介する DVD 映

像を見てもらったこともあり、活動に関す

る質問が熱心に出され、もともと２時間弱

という短いワークショップの時間がさら

に短くなってしまい、充分に体験していた

だくことができなかったことをまず反省

している。 

 

 今回、2007 年ナイロビ総会で会った NP

韓国のパクさんとも再会することができ

た。パクさんたちは現在ドイツのトレーナ

ー か ら Alternative to Violence 

Project(AVP) という非暴力トレーニング

を学び、それを広める運動をしているとの

ことだった。AVP は日本でも日常生活にお

ける暴力について考えるワークショップ

として行われているが、もともと米国のク

エーカー(キリスト教の一つで、絶対非戦

を唱える宗派）が刑務所内の受刑者への更

正プログラムとして開発したものであり、

韓国でも刑務所内で行っていくことが予

定されているとのことだった。 

 ワークショップ後の懇親会で若い参加

者も交えて懇談しているときに、パクさん
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が若いときにはどんな趣味、スポーツをし

たか、というような話題になった。パクさ

んは貧しい農村で育ち、趣味とか、スポー

ツとかする余裕はなく、時間があれば、川

に魚取りに、山に獲物をとりに出かけてい

たのでそれがスポーツだった、という話し

になり、お互い育った環境の違いに驚いて

いた。 

 

 沖縄関係の集会で、ある沖縄大学名誉教

授が、菅政権も日米同盟の強化・深化を謳

い、相変わらず辺野古に新基地を作ろうと

しているが、無理である。日中間、日本と

のアジアとの間で軍事力ではどうにも解

決できない問題が存在している。これらの

問題を解決するためには民衆レベルでの

平和構築、信頼醸成をしていくことが重

要。韓国中国では日本における「沖縄」と

いう存在に対する関心が強まっている、11

月には沖縄と中韓台湾の市民平和会議が

も持たれるのもその線に沿っている、と述

べていた。このNARPIプロジェクトもまさ

にその一翼をになう存在となっていくと

予感している。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

プロジェクトの現況プロジェクトの現況プロジェクトの現況プロジェクトの現況    

理事 大橋祐治 

スリランカスリランカスリランカスリランカ    

1. スリランカの政治情勢 

■1月の大統領選挙でのラジャパクサ大統

領再選、4月総選挙でラジャパクサ大統領

の与党が議会の三分の二以上を占めた結

果を受けて、国会は現憲法を改正し大統領

の三選禁止条項が廃止されました。五年後

の大統領選挙でもラジャパクサ大統領が

立候補でき、ラジャパクサ大統領の長期政

権への道が開かれました。大統領の二人の

兄弟はそれぞれ国防大臣、経済・復興大臣

の政府の要職にあり、もう一人の兄弟は国

会議長、さらに息子があらたに国会議員と

なり、文字通りラジャパクサ一家の影響力

が強くなっていると思われます。 

国際関係では、戦闘終結時における人道問

題に関し、スリランカ政府は国連、EU と

真正面で対立しており、中国やインドなど

西欧諸国でない国々との関係強化が明ら

かとなっています。日本はその中間を占め

ており、スリランカ政府からは友好国とみ

なされているのではないでしょうか。 

■内戦終結時（2009年 5月 19日まで）に

至る戦闘で 100,000 人以上の民間人が戦

闘地域に取り残され、国際世論はスリラン

カ政府に対して人権侵害の実態に関する

調査を要求してきました。EU は、15 の人

権関係改善に関する EU の要求をスリラン

カ政府がコミットメントしなければ、スリ

ランカに対する特恵関税を停止すると発

表、スリランカ政府はこれを拒否したた

め、8 月 15 日から特恵関税が中止されま

した。国連事務総長はスリランカに人権調

査団を派遣しましたが、コロンボの国連事

務所が大衆に取り囲まれたためにコロン

ボの事務所を閉鎖し、調査団を引き上げ、

国連開発機構（UNDP）もスリランカから撤

退しました。 

 

2. NPSLの状況 
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① NP スリランカは現在 3 分野で活動し

ています。 

 ・元少年・少女兵の安全・保護 

  ・非武装市民平和維持活動（UCP）の個

人・コミュニティへのトレーニング 

 ・人権擁護活動家（HRD）の安全の確保 

 以上のいずれの分野でも政府（中央、特

に地方）行政機関との協力関係を緊密に

して活動してきました。しかし、7月に

入り事態が急変しました。 

 

② スリランカ政府は、NPSLのカント 

リー・ディレクターであるティファニー

（Tiffany：カナダ国籍）と HRD 分野の責

任者アリ（Ali：パキスタン国籍）のビザ

を取り消し、7月 1日までに国外退去する

よう命じました。両名は1週間後に退去し

ました。NP 本部は直ちにプログラム・デ

ィレクターのクリステｲ―ン・シュヴァイ

ツァーを派遣し善後処置を講じています。

NPSL の現在の活動拠点は、北のヴァブニ

ヤ、東海岸のバティカロア、ヴァルチェナ

イ、そして首都コロンボです。活動内容、

活動拠点など NPSL の今後の活動に関しス

リランカ政府当局と話し合いを持ってい

ます。 

 

③ Tiffany,Ali二人のビザ取り消し 

の詳しい背景は分かりませんが、NPSL が

従来から紛争の当事国で「政治的立場をと

らない」（nonpartisanship）基本方針で

活動してきましたが、国連や他の国際機

関,NGO などとは協力関係を構築する方針

のもと、EU や国連のスリランカでの人権

問題に協力してきたこと、そして、戦争終

結段階での人権侵害問題に関しスリラン

カ政府と国連、EU が真っ向から対立して

両者の関係が断絶したことが背景にある

との見方があります。今年に入り,NPSLは

国連や EU の要請に基づき、そしてスリラ

ンカ人権委員会（政府機関）と連携を取り

ながら、対象となる人権侵害の調査活動に

人権擁護活動家（HRD）への同行を含めて

協力してきました。 

 

④ 今回のスリランカ政府のNP活動へ 

の介入（ビザ取り消し、その他）を通じて,

紛争地における NP の活動の必要性、重要

性が実証される一方、活動の困難性、バラ

ンスをどう取っていくかの大局的判断・決

断の重要性がクローズアップされたと思

います。さらに、ほとんどの国際NGOがス

リランカを去った後の NPSL の活動は、ス

リランカ政府のみならずメディアの注目

を浴びるところとなりました。メディアが

大衆を動かします。NP の活動は本来 low 

profileを心がけていますが、さまざまな

事情で high profile な存在となってし

まいました。 

 

ミンダナオミンダナオミンダナオミンダナオ    

1. フィリピンの政治情勢 

■ミンダナオの一般情勢については 6 月

1 日発行のニューズレター34 号「プロジ

ェクトの現状（２）」を参照ください。5

月10日の大統領選挙までは和平交渉の進

展はありませんでしたが、7月、アキノ大

統領は和平交渉の政府側責任者としてフ
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ィリピン大学学長マービック・レオネン

氏を任命、和平交渉の進展が期待されて

います。しかしこのことは、２００８年

８月、政府/MILF間で調印直前に憲法違反

の判決によって署名されなかった「先祖

の土地所有に関する覚書」に対するアキ

ノ政府の対応如何にかかっています。 

■政府/MILF 間の停戦合意は守られてい

ますが、部族間、氏族間の私闘や暴力沙

汰は増加しています。マギンダナオ州知

事選挙をめぐるメディア関係者を含む大

量殺害事件の裁判がマニラで行われてい

ます。果たして公正な裁判が行われるか

が注目されています。 

尚、ミンダナオ国際監視団（IMT）や NP

は私闘への関与は本来の活動に含まれて

いません。 

 

2. NPミンダナオの活動 

NP はミンダナオで二つの活動を行ってい

ます。一つは、NP ミンダナオとしての活

動であり、もう一つはフィリピン政府と

MILF から要請を受けて設立されたミンダ

ナオ輪系国際監視団の活動の一つ「文民

保護部門」（CPC）の一員としての活動で

あります。 

■NP ミンダナオの活動：次の４つの分野

で活動しています。 

① 児童、市民（特に難民キャンプと現地

の平和と人権活動家）の保護の強化 

② 遠隔紛争地における人権侵害の報告

システムの強化 

③ 早期警報・早期対応システムの構築と

確立（紛争の火種の段階で紛争防止） 

④ 人種・宗教間協調体制の構築・強化 

■「文民保護部門」（CPC）の一員として

の活動：７月の主要な活動 

① ７月後半から活動開始。３つの州に

CPC 現地責任者と国際市民平和活動

家（ICP）、現地スタッフ（LCP）各一

人配属 

② CPCの４団体（EU、国際赤十字社、現

地NGO、NP）が会合を持ち、フィール

ド・サイト、住民への PR、共同の事

務局設置などについて打ち合わせ 

③ 休戦協定委員会（CCCH）、IMT、CPC

が会合を持ち、情報伝達メカニズムを

含む今後の方針・計画について打ち合

わせ 

 

スーダンスーダンスーダンスーダン    

1. スーダンの政治情勢 

■スーダンの概要については6月1日発行

のニューズレター34 号「プロジェクトの

現状（３）」を参照ください。2011 年 1

月の南スーダン独立に関する住民投票ま

で残すところ数ヶ月となり南北の政治家

たち間で緊張が高まっています。それに加

えて、この地域一帯が乾季を迎え、放牧地

や水やその他の資源をめぐって部族（農耕

民族と遊牧民族）、民族間の争いが起こっ

ています。さらにウガンダの「神の抵抗軍」

（LRA）の侵入が混乱を増長しています。 

 

2. NPスーダンの活動 

① NPスーダンは、南スーダンの中央 

エクァトリア州にある首都ジュバ（ウガン

ダ、ケニヤ、コンゴの国境近くにある）か
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ら北西に車で5時間の都市ムンドゥリ（中

央エクァトリア州に隣接する西エクァト

リア州）に拠点を設営し終えました。7月

現在、カントリー・ディレクター代行オサ

リバン（アイルランド国籍）はじめカナダ、

ジンバブエ、ウガンダの計4名の国際市民

平和活動家（ICP）と 6 名のスーダン人・

スタッフ（LCP）合計 10名ですが、ICP,LCP

ともに増員をリクルート中です。 

② 州はいくつかの郡に分かれていま 

すが、ムンドゥリは3つの郡の中心であり

NP スリランカは 7 月までに 2 つの郡の政

府諸機関、軍、警察との良好な関係を構築

できました。 

③ 7月の活動として、ある農耕部族 

と遊牧部族間の資源をめぐる争いに調停

を頼まれ、3日間かかって両部族の長老た

ちが話し合って争いを未然に防止するこ

とができました。農耕部族が遊牧部族の牛

378頭を略奪したことが原因で槍や毒をぬ

った弓矢で争いが始まろうとしていまし

た。話し合いの後、両部族は対話の場とし

て共同で平和委員会を設立しました。ま

た、暴力沙汰や強制的徴兵を恐れて学校に

行かない子供が多い地域でも平和委員会

を設立したり、紛争予防のために活動する

現地パートナーの同行を提供しています。

地域を実効支配している SPLM（スーダン

人民解放運動）の責任者は NP は市民によ

る平和構築と和解委員会設立に大いに貢

献していると評価しています。NP の活動

が地域で歓迎されていることを示すもの

です。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

 

以下の 33 名の方々より合計 234, 000 円

の夏季カンパを頂きました。ありがとうご

ざいます。  

            

柳康雄柳康雄柳康雄柳康雄    中村健中村健中村健中村健    岡崎善郎岡崎善郎岡崎善郎岡崎善郎    高柳博一高柳博一高柳博一高柳博一    

岡本珠代岡本珠代岡本珠代岡本珠代    本東宏本東宏本東宏本東宏    小林善樹小林善樹小林善樹小林善樹        

渡辺俶子渡辺俶子渡辺俶子渡辺俶子    山本賢昌山本賢昌山本賢昌山本賢昌    丹波孝丹波孝丹波孝丹波孝    西内勝西内勝西内勝西内勝    

石田明義石田明義石田明義石田明義    岡本恒夫岡本恒夫岡本恒夫岡本恒夫    矢吹道徳矢吹道徳矢吹道徳矢吹道徳        

佐藤倶子佐藤倶子佐藤倶子佐藤倶子    徳永ヨウ徳永ヨウ徳永ヨウ徳永ヨウ    中井奉文中井奉文中井奉文中井奉文    

堀川淳子堀川淳子堀川淳子堀川淳子    西富房江西富房江西富房江西富房江    俵恭子俵恭子俵恭子俵恭子        

江川嘉美江川嘉美江川嘉美江川嘉美    川辺希和子川辺希和子川辺希和子川辺希和子    松室光子松室光子松室光子松室光子        

小笠原正仁小笠原正仁小笠原正仁小笠原正仁    塩見幸子塩見幸子塩見幸子塩見幸子    君島東彦君島東彦君島東彦君島東彦        

青木護青木護青木護青木護    鞍田東鞍田東鞍田東鞍田東    安藤博安藤博安藤博安藤博    大橋祐治大橋祐治大橋祐治大橋祐治    大大大大

畑豊畑豊畑豊畑豊    前田惠子前田惠子前田惠子前田惠子    本吉美佐子本吉美佐子本吉美佐子本吉美佐子（順不同、敬

称略）    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

 

共同代表 君島東彦 阿木幸男 
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

理事会議事録理事会議事録理事会議事録理事会議事録    

              事務局 

9月 19日（日）、17：00～19：00 NPJ事

務所で理事会が開催されました。以下、議

事次第をご報告いたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１、NPJ会員/財政の現況（前期比） 

会員……変化なし。 

財政……2010年8月決算について資料に基

づき説明。2010年度の活動が本格化してい

ないため経常会計は収支過となっている。

スリランカ緊急支援のため5月特別会計

（田中基金）から500,000円、大島理事が

スリランカFTM時代に支援金の受け皿であ

った「みどり基金」の残額300,000円を加

えた800,000円をスリランカに送金したた

め、特別収支は500,000円の減少となった。 

２、阿木国際理事の緊急入院とその後の状

況 

○阿木国際理事が8月5日体調不良となり、

吉祥寺南病院に緊急入院された。原因は軽

い脳梗塞。12日、大畑理事見舞い、15日、

大橋見舞い。9月初め退院予定が遅れると

の情報で大橋、大畑がそれぞれ9月12日、

15日阿木国際理事に面会した。かなり回復

されている様子で、10月初めに退院の予定

とのことであった。その後は自宅でリハビ

リ（話すことと記憶力の回復）を半年ぐら

い継続するとのこと。学校関係の仕事は、

半年間休むが国際理事の立場は継続され

る御意思である。 

○理事会として阿木国際理事のご意思を

尊重し、現在の職務にとどまっていただく

ことを確認した。2か月に一度のスカイプ

による国際理事会への出席は激務である

ので、当面、欠席することになるであろう。

NP全体の情報が断絶しないよう、或いはさ

らに減少しないよう、NP本部に対して何ら

かの要請を行う。（一例：阿木理事がスカ

イプ会議に出席できないときは、議事録的

なものを阿木理事にメーリングするよう、

阿木理事経由要請するなど） 

３、NPの最近の活動状況について 

NPのウエブサイトが最近更新された。各プ

ロジェクト（スリランカ、ミンダナオ、ス

ーダン）の7月までの月報が掲載されてい

る。NP本部のMOに対する情報発信への対

応がなされているものと理解される。しか

し、これは公式サイトであるので情報は限

られている。例えば、スリランカのカント

リー・ディレクターTiffanyや人権部門コ

ーディネーターのアリのビザ取り消し、国

外退去の情報はあるが、それに対するNP

の対応については何らの情報も掲載それ

ていない。一方では、新しいカントリー・

ディレクターをリクルート中である。NP全

体の動き、方針をNPJとして把握できるよ

うな情報ルートが必要であり、上記２項の

阿木理事の国際理事職継続への期待があ

る。 

４、2010年度これまでのNPJ活動展開と今

後の計画 

①今年度は首都圏（東京）での非暴力連続

講座並びに講演会を開催する以外、全国各

地でのNPの広報活動は積極的に行ってい

ない。東京での講演会は、桜美林大学の加

藤教授を招いて「非暴力の国際貢献」と題
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して3回の連続講演と討論会を企画し、第

一回目7月 16日、第二回目を9月 11日に

実施した。第 3回目は 10 月 24 日に予定。 

②「今年度後半の活動計画」として、君島

代表から次のような提案があった。１）「自

衛隊合憲化のため改憲が必要」という立場

に立ちつつも＜憲法９条部隊＞を提唱す

る上記加藤教授と、君島代表とが対談する

企画を、11月下旬に立命館大学で行なう。

この企画は、聴衆を確保するという意味も

あり、君島代表の平和学の講義１回分を利

用して行なう。２）軍隊の任務・役割を徐

々に縮減して、シビルがミリタリーに取っ

て代わるためには、軍隊とNGO（シビル、

シビリアン）との対話が必要である。NPJ

がミリタリーとシビル（NGO）との対話を

試みる。具体的には、たとえば、自衛隊OB

とNPJのメンバーとの対話などが考えられ

る。 

  

 君島提案は、以下のような問題意識を踏

まえている。 

・憲法9条とは相容れないはずの米国との

軍事同盟が、日本では９条と”同居”して

いる。憲法９条を支持する日本の市民の多

くは、日米安保を事実上「黙認する」欺瞞

性を持っているのではないか。いますぐに

日本の完全非武装化（自衛隊の武装解除＋

すべての米軍の撤退）に賛成する日本の市

民はどのくらいいるだろうか。加藤教授の

＜憲法９条部隊＞構想も、この欺瞞性を突

くものであろう。 

・非暴力抵抗あるいは非暴力平和隊が行っ

ているような紛争地での活動は、並々なら

ぬ勇気と覚悟をもったいわばエリートの

行動である。それほど強くなれない多くの

庶民にとっては、そのような行動はとれな

い。 

・非暴力行動をとれるエリートの行動はも

ちろん貴重・重要であるが、しかし同時に、

それほど強くなれず非暴力行動をとるこ

とができないふつうの庶民を「臆病者」と

いって切り捨てることはできない。ふつう

の庶民の感覚に寄り添いつつ、エリートの

貴重・重要な行動を活かす「むずかしいバ

ランス」「狭い道」を見つけて、ミリタリ

ーへの依存を徐々に克服することがわれ

われの課題である。そうすることによって、

欺瞞的な９条支持ではなく、なんとか９条

の思想と精神を救出したい。 

 

5、次回理事会は、１２月５日（日）また

は19日（日）、京都で開催する。 

以上 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

NP要員（上：スーダン、下：ミンダナオ） 
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2010 年 8 月決算 

 項目 予算予算予算予算 8月実績累計月実績累計月実績累計月実績累計 備考 

1 参加費 100,000 24,400  

2 会費 1,100,000 448,000  

3 カンパ 700,000 499,400 みどり基金：300,000 

5 書籍等売上 - -  

6 雑収入 60,000 1,775  

7 経常収入計経常収入計経常収入計経常収入計 1,960,000 973,575  

8 商品仕入(書籍等) - -  

9 発送配達費 120,000 38,000  

10 給料手当 360,000 150,000  

11 事務所賃貸料 240,000 120,000  

12 振込料 17,000 8,450  

13 会場費 40,000 5,800  

14 事務費 60,000 25,522  

15 旅費交通費 175,000 59,060  

16 通信費 58,000 22,590  

17 活動支援費 800,000 112,350  

18 講師費用 130,000 38,400  

19 研修参加費 - -  

20 雑費 40,000 6,920  

21 スリランカ送金 - 300,000- みどり基金：300,000 

22 広報費 
200,000 39,798    

 

 

 予備費 100,000   

23 経常支出計経常支出計経常支出計経常支出計 2,340,000 926,890  

24 当期経常収支過不足 (380,000) 46,685  

25 前期繰越剰余 840,240 906,363  

26 今期経常繰越剰余金 460,240 953,048  

27 特別収支残高 3,977,310 3,477,310 スリランカ送金 500,000 

 未払金  152,640  

28 残高合計（２６残高合計（２６残高合計（２６残高合計（２６+２７）２７）２７）２７） 4,437,550 4,582,998  

5 月、スリランカに合計 800,000 円を緊急送金しました 
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＜書籍のご案内＞ 

『反戦のともしび『反戦のともしび『反戦のともしび『反戦のともしび――――第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』    

（ラリー・ガラ（ラリー・ガラ（ラリー・ガラ（ラリー・ガラ////レイ・ガラ編著、師井勇一監訳レイ・ガラ編著、師井勇一監訳レイ・ガラ編著、師井勇一監訳レイ・ガラ編著、師井勇一監訳    明石書店刊、明石書店刊、明石書店刊、明石書店刊、2,8002,8002,8002,800 円＋税）円＋税）円＋税）円＋税）    

熊本市の非暴力平和隊・日本会員、俵恭子さん（九州ルーテル学院講師）が翻訳に加わった訳

書が、この夏刊行されました。第二次大戦下の米国で、戦争に反対し投獄覚悟で兵役拒否を貫

いた若者たちがいたことを、日系人ジョージ・ヤマダさん（故人）ら十人の体験者の証言で綴

った貴重な記録。 

ジョージさんの両親は熊本県出身で、1904年ごろ渡米。大学在学中の 1940年に「すべての戦

争に反対して「良心的兵役拒否」を宣言。兵役拒否者に奉仕活動をさせる収容所でも、黒人差

別への抗議運動に関わったりして、何度も投獄されています。 

俵さんは 2004年に渡米した際、反戦手記をまとめたこの書を入手。熊本 YWCA会員など 11人

で翻訳チームを組織し、2年ががかりで出版にこぎつけました。非暴力平和活動に勇気を与え

る「良心の書」とされています（『熊本日日新聞』2010/7/20付け記事などをもとに、安藤博

記）。 

 非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を会員として募集 

 しています。入会のお申し込みは、郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替、銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込、非暴力平和隊･日本ウェブ非暴力平和隊･日本ウェブ非暴力平和隊･日本ウェブ非暴力平和隊･日本ウェブ    

    ササササイトの「入会申し込みフォーム」イトの「入会申し込みフォーム」イトの「入会申し込みフォーム」イトの「入会申し込みフォーム」をご利用下さいますようお願いいたします。 

❂正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）         ❂賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）    

・ 一般個人：１万円            ・ 一般個人：５千円（１口） 

・ 学生個人：３千円            ・ 学生個人：２千円（１口） 

* 団体は正会員にはなれません。   ・  団体 ：１万円（１口） 

■ 郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替：00110‐‐‐‐0‐‐‐‐462182 加入者名：NPJNPJNPJNPJ 

  ＊通信欄に会員の種類を(賛助会員の場合は口数も)ご明記ください。 

   銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込：三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行    白山支店白山支店白山支店白山支店 普通普通普通普通    6622651662265166226516622651 口座名義：NPJNPJNPJNPJ 代表代表代表代表    大畑豊大畑豊大畑豊大畑豊            

        ＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、NPJ 事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 ウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込み：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 

編集後記：編集者の変形性脊椎管狭窄症の症状悪化により、ニューズレター３５号の発刊が遅れましたこ

とお詫びいたします。ニューズレターが会員との貴重なコミュニケーション・トゥールの一つであります

が、この間、NPの最初のプロジェクトであるスリランカで重大な状況の変化がありました。一方では、NPJ

で二つの活動、広島で８月に NARPI（東北アジア地域平和構築インスティテュート）パイロット・プロジ

ェクトの実施、東京で３回にわたり「憲法９条部隊創設」を提唱されている加藤朗教授講演会が開催され

ていることです。NP活動の後方支援から始まったNPJの今後の独自の活動分野開拓に期待したいと思いま

す。     大橋 

 


